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質問紙調査による基本健康診査の受診に関連する要因の検討

社会的ネットワーク得点を含めた分析
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目的　基本健康診査の受診に関連する要因を検討し，その一つとしての社会的ネットワークの意

義を明らかにする。

方法　1969年から脳卒中予防対策を実施している高知県N町の40歳以上の全住民8,243人を対象

として質問紙調査を行い，基本健康診査受診状況と日常生活自立度，就業場所，保険の種

類，職場健診の受診，医療機関の受療，健康への関心，社会的ネットワーク得点との関連を

検討した。6,704人（81％）から有効回答が得られ，年齢別（40～59歳と60歳以上），男女別

に分析を実施した。

成績　1)　就業場所が町内，保険の種類が国保・被扶養者，健康に関心ありは，基本健康診査受

診の促進要因であり，この結果はいずれの性，年齢階級においてもみられた。

　2)　40～59歳では，男女ともに職場健診の受診は基本健康診査受診の抑制要因であった。

　3)　60歳以上では，男女ともに日常生活自立度の低下は基本健康診査受診の抑制要因であ

った。

　4)　女性では，いずれの年齢階級においても医療機関の受療は基本健康診査受診の抑制要

因であった。

　5)　社会的ネットワーク得点区分別の基本健康診査受診者の割合をみると，いずれの性，

年齢階級においても，最も得点が高い群で受診者の割合が最も高い傾向を示しており，社会

的ネットワーク得点の増加は基本健康診査受診の促進要因と考えられた。

結論　日常生活自立度，就業場所，保険の種類，職場健診受診状況，医療機関受療状況，健康へ

の関心，社会的ネットワークは，基本健康診査の受診と関連する要因と考えられた。

Key words : 地域，質問紙，基本健康診査，受診，社会的ネットワーク
















	46_08_0616.pdf
	page1




